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＜連絡事項＞

・東SGMより～カルテ整理について

12月に入ると、監査が2件続きます！カルテ整理・確認など進めて下さい。

(フロシート、記録サイン、看護計画と毎月の評価、青箋の医師と看護のサイン等)

＜患者様連絡事項＞

・三上　勇様～本日、院内の歯科受診しています。

・中野渡　鉄男様～明日、朝食後スタッフ付き添いで、腕時計の電池交換のため外出する予定です。

・元沢　政治様～明日、朝食後スタッフ付き添いで、防寒靴購入のため外出する予定です。

・十日市　利喜様～臨時薬のマグミット(330)が同じ内容で7日分処方となっています。

・大上　なみ様～採血結果にてデパケンRが増薬となり、7日分処方となっています。

　　　　　　　　本日、肺炎球菌ワクチン予防接種を行う予定です。

・金沢　洋子様～臨時薬のジプレキサ(10)が同じ内容で7日分処方となっています。

・法霊崎　恵子様～診察にてエマンダキシン(50)３T ３×nｄE 7日分処方となっています。

・木村　義重様～肩と足の疼痛訴え、ハップスター1P処方となる。

・内田　都影様、石切　久様～本日15時青山荘スタッフとの面談予定です。

＜注目患者様ケース検討＞

・内田　都影様～本日、主治医公休の為、診察ないことを伝えていますが、不機嫌さありません。外出の許可についてスタッフへ確認行為ありますが過度となることなく過ごしています。体育館でのプログラムは拒否強く不参加です。

・十日市　利喜様～今日の診察で｢悠湯の里｣入所について妄想・幻聴訴え、拒否的な発言聞かれています。今後、｢悠湯の里｣スタッフ、受け持ちスタッフで検討していく事としています。主治医から妄想が増長しない様時間をある程度おいて対応するよう指示が出ています。
＜SSTミーティング＞

・短期目標の振り返りを行います。
＜猪股Dr診察状況＞

・伊藤　雄一様～診察：主治医へ血液検査での血糖値↑と次回は7時採血としHbA1cの追加をする事を情報提供しています。本人様より「厚生年金に切り替えて地に足をつけた生活をしていきたい」と主治医に相談していますが、当院入院中は今のままでいいと話しています。

＜中野Drケース検討・診察状況＞

・十日市　利喜様～診察：｢悠湯の里｣入所について、主治医に検討結果を尋ねられると

「あんたみたいな精神科患者はこない方が良いってテレビ見て

たら宇宙から指示があった」と妄想・幻聴を訴えていますが

表情は穏やかです。100円ショップへの買い物し、後に「悠湯の里」を見学する流れや、悠湯の里の入浴を利用する温泉プログラムなど検討してみてはどうかとの意見が出ています。
・大上　なみ様～診察：主治医より肺炎球菌の予防接種の説明あり、説明にて接種を受ける事を了解されています。採血と退院の妄想は続いており、「今月だったらいいな」等話しています。

・法霊崎　恵子様～診察：不調が来る前に予測指示の内服を進めていますが、本人様は午後は会議をしている事から気にしていた様子です。主治医が不安の内容を聞きだそうとしていますが「んーないです」と表面的な返答聞かれています。
＜受け持ち患者様支援検討＞

中野渡　鉄男様の支援検討を実施しています。

病名：統合失調症　　　　本人の希望：退院したい

○抽出された問題点、検討された支援内容と今後の方針

・日常生活(保清)

→保清面は定期的に入浴。同じ服を続けて着ている事あり声掛け要す。
　自床周辺の私物散乱はなく整理出来ている。
・他者との交流
→被害妄想､易興奮性等の症状はない。

　同室者・特定の患者様との話し掛けあり交流もたれている。スタッフ対応も穏やか。
・食事摂取量

→おかずを多く摂り過ぎている為、毎回声掛け要している。(特に肉)

　体重増加しないように観察。61±1kg程度で経過している。

・余暇時の過ごし方

→和室コーナーにてテレビ観賞・他者との交流あるも積極的な会話は少ない。
・プログラム等の参加状況

→見学していることが多く、声掛け等要している。自分の意見は発表出来ているが、自主的に発言する事は見られない。
・家族関係と今後の療養環境について

→家族との関係が希薄であり現在の保護者は姉（京子様）の夫。Ｈ26.10.10保護者である義兄と病棟管理者と面談を実施。今後の療養環境は病院にするのか、施設にするのかは病院側に任せるとの事。自宅への引き取りは絶対に出来ないと強く話している。今後も必要時連絡する事については了承されているが、面会拒否している。御家族様は非協力的である為、繋がりを保てる様に今後も働きかけていく必要がある。
